
暮らしぶり事例②
有明海地区
年齢：70代（地元出身）
漁業種類：刺網、すくい網

たこつぼ、藻類養殖

主漁場：有明海
家族構成：妻、息子夫婦、孫２名

１．漁業
操業日数１３５日間（月１０日程度）

11～4月：藻類養殖（ヒジキ）
5～7月：すくい網（ガザミ）

8月：タコツボ
周年：刺網（マダイ）

２．農業
6～10月：稲作
３．民泊

4～7、10～12月：修学旅行生受入

年間スケジュール

14:00 出港(刺網）
19:00 操業終了
20:00 すくい網
03：00 操業終了
08：00 水揚作業

ある１日の操業

自治会、観光協会
と浜を守る会に加
入

地域との関わり

１．収入源
本人：漁業、農業、民泊
（妻と共同作業）

同居次男夫婦：
会社員（民間企業）

２．収入 1,000万円
①水揚げ：220万円
②民泊等：180万円
③農業 ： 90万円
④年金 ： 130万円
⑤同居夫婦収入：

400万円

３．経費 210万円
①燃料 ： 30万円
②漁具 ： 30万円
③その他：80万円
④農業 ： 40万円
⑤民泊 ： 30万円

年間収支例（※）

※生活費、税金は考慮していません。

妻とともに漁業、農業、民泊に従事し、日々充実している。
また、孫も時々手伝ってくれ、漁業に興味を持つなど将来が
楽しみで心強く感じている。

本人コメント


